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解答例 [I-C]

問 1 (1) |3x+ 4| = 5

|3x+ 4| = 5の解は 3x+ 4 = ±5 より

3x = −4± 5

x = −3,
1

3
· · · · · · (答)

(2) 2 logx(6− x) = 1

まず，真数と底に関する条件から，6− x > 0，x > 0，x ̸= 1

これらをまとめて

0 < x < 6かつ x ̸= 1 (1)

2 logx(6− x) = 1

を変形すると

logx(6− x)2 = logx x

(6− x)2 = x

x2 − 13x+ 36 = 0

これを解いて

x = 4, 9

このうち (1)の条件を満たすものをえらび

x = 4 · · · · · · (答)

問 2 α, βを解にもつ２次方程式は，(x− α)(x− β) = 0，

すなわち x2 − (α + β)x+ αβ = 0

ここで解の和： α + β =
−1 +

√
3i

2
+

−1−
√
3i

2
= 2

(
−1

2

)
= −1

ここで解の積： αβ =

(
−1 +

√
3i

2

)(
−1−

√
3i

2

)
=

(
(−1)2 − (

√
3i)2

4

)
= 1

よって求める方程式は
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x2 + x+ 1 = 0 · · · · · · (答)

(より一般に k(x2 + x+ 1) = 0，kは 0でない定数。と答えても可)

問 3

xy = 1　であり，

x+ y =
(1 +

√
2)2 + (1−

√
2)2

(1−
√
2)(1 +

√
2)

=
2
{
12 + (

√
2)2
}

12 − (
√
2)2

= −6　であるので，

求める式を xy，x+ yで表すと，

x3 + y3

x2 + y2
=

(x+ y)(x2 − xy + y2)

x2 + y2
=

(x+ y) {(x+ y)2 − 3xy}
(x+ y)2 − 2xy

これに x+ y = −6，xy = 1を代入して，

x3 + y3

x2 + y2
= −99

17
· · · · · · (答)

問 4 与えられた直線の方程式を
x+ 2

2
=

y + 3

3
=

z + 4

4
= tとおいて，直線を媒介

変数表示すると

x = 2t− 2，y = 3t− 3，z = 4t− 4 · · · · · · (1)

これを x+ y + z = 9に代入して

9t− 9 = 9

t = 2

これを (1)に代入して，(x, y, z) = (2, 3, 4) · · · · · · (答)

問 5 (1) この食品が検査で異物が混入されていないと判定される確率

求める確率は，異物が混入していない食品を正しく判定する確率と，異物

が混入している食品を間違って判定する確率であり，互いに排反であるこ

とから，それぞれの和であるので，

100− 1

100
× 100− 10

100
+

1

100
× 20

100
=

8910

10000
+

20

10000
=

893

1000
· · · · · · (答)
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(2) 異物が混入していないと判定された食品に，実際には異物が混入している確率

求める確率は，条件付き確率であり，異物が混入している食品を間違って

判定する確率を，この食品が検査で異物が混入されていないと判定される

確率で割ったものであるので，

20

10000
÷ 893

1000
=

2

893
· · · · · · (答)

問 6 正の奇数を 1から小さい順に並べた数列は，初項 1，公差 2の等差数列をなしてい

るので，最初の n項の和は
1

2
· n {2 · 1 + 2(n− 1)} = n2 · · · · · · (証明終)

問 7 (1) f(x) =
ex

x

f(x) = x−1ex

したがって， f ′(x) = (−1)x−2 · ex + x−1 · ex =
ex(x− 1)

x2
· · · · · · (答)

(2) f(x) =
1√
1− x

f(x) = u− 1
2，u = 1− xとし

f ′(x) = −1

2
u− 3

2 · (−1) =
1

2(
√
1− x)3

· · · · · · (答)

問 8 (1) f(x) = eax+b

f ′(x) = eax+b · (ax+ b)′ = aeax+b

f ′′(x) = aeax+b · (ax+ b)′ = a2eax+b

f ′′′(x) = a2eax+b · (ax+ b)′ = a3eax+b

したがって，xで一回微分することは a倍することなので，

f (n)(x) = aneax+b · · · · · · (答)

(2) f(x) = sin x

f ′(x) = cos x，f ′′(x) = − sinx，f ′′′(x) = − cosx，f (4)(x) = sin x,

f (5)(x) = cos x, · · · · · ·
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f (n)(x) =



cosx = sin(x+ π
2
) (n = 4m+ 1)

− sinx = sin(x+ 2π
2
) (n = 4m+ 2)

− cosx = sin(x+ 3π
2
) (n = 4m+ 3)

sinx = sin(x+ 4π
2
) (n = 4m)

(ただし，m = 0, 1, 2,・・・・・・)

したがって，xで１回微分するのは，偏角
π

2
を加えることなので，

nについて分類しない形で書くと，

f (n)(x) = sin(x+
nπ

2
) · · · · · · (答)

問 9
x2

8
+

y2

2
= 1において，両辺を xで微分すると

2x

8
+

2y

2
· y′ = 0

したがって，y ̸= 0のとき

y′ = − x

4y

ゆえに，この楕円上の点 (2, 1)における接線の傾きは−1

2

したがって，求める接線の方程式は，y = −1

2
x+ 2 · · · · · · (答)

問 10 点Oを通って軸に垂直な平面を平面αとする。平面α上で，円柱の直径となる直交

する線分をそれぞれ線分ACと線分BDとし，点B，及び点Cから軸と平行に伸ば

した線が円柱の上面と交わる点をそれぞれ点E，及び点 Fとする。ここで，円柱を

三角形ACEを含む平面 βで切断したときに円柱の側面にあらわれる線上の任意の

点を点Ｐとし，円柱を三角形 BDFを含む平面 γで切断したときに円柱の側面にあ

らわれる線上の任意の点を点Qとする（図 3には点P，点Q，及び平面 γを省略）。

以下の問いに答えなさい。

(1) 点 Pから平面 αへ下ろした垂線の足を点 Rとし，点 Rから線分ACへの

垂線RSを引く

∠PSR =
π

4
なので，RP = SR tan

π

4
= SR である。

さらに，∠AOR= θとおくと，OR = 1なので，

SR = OR sin θ = sin θ，となる。

ここで円柱の側面を図 4のように点Aから展開して，点Ａを原点とし，点

Aから点Ｂの方向をx軸，直交する直線を y軸とすると，点Pの座標 (x, y)

は，
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x = 円弧AR = OR θ = θ，

y = RP = SR = sin θ = sin xで表される。

図 3: 半径が 1で高さが 2の円柱

したがって，点Ｐの軌跡は，点A，点E，点Cを通る正弦曲線となり，点

Aを原点とすると，y = sin xで表される。

同様に，点Qの軌跡は，点B，点F，点Dを通る正弦曲線となり，点Aを

原点とすると，y = − cosxで表される。

図 4上に書くと以下のようになる。

5



図 4: 円柱の側面の展開図

(2) (1)より求める面積は，0 ≦ x ≦ 2πにおいて，

2曲線，y = sin xと y = − cosxで囲まれた図形である。

2曲線の交点の x座標は，方程式 sinx = − cosxの解であり，

0 ≦ x ≦ 2πの範囲で解くと，

x =
3π

4
,
7π

4

また，区間
3π

4
≦ x ≦ 7π

4
で，

− cosx ≧ sinxである。

ゆえに，求める面積 Sは

S =

∫ 7π
4

3π
4

(− cosx− sinx)dx = [− sinx+ cosx]
7π
4
3π
4

= 2
√
2 · · · · · · (答)
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